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持
続
発
展
的
な
町
を
目
指
し
て

　
令
和
８
年
第
１
回
美
里
町
議
会
定
例
会
は
、

３
月
２
日
か
ら
３
月
23
日
ま
で
の
22
日
間
の

日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
議
会
で
は
、
令
和
８
年
度
の
一
般
会

計
及
び
特
別
会
計
並
び
に
企
業
会
計
予
算
の

ほ
か
、
令
和
７
年
度
の
補
正
予
算
、
条
例
の

一
部
改
正
等
を
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
議

員
６
名
に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
『
教
育
』
関
係
で
は
、
統

合
小
学
校
開
校
に
向
け
、

基
本
設
計
及
び
実
施
設
計

を
実
施
し
ま
す
。ま
た
、「
美

里
町
立
小
学
校
開
校
準
備

部
会
」
を
新
た
に
設
置
し
、

統
合
小
学
校
の
円
滑
な
開

校
に
向
け
て
必
要
な
事
項

を
協
議
し
ま
す
。

　
『
福
祉
』
関
係
で
は
、
一

人
で
外
出
す
る
こ
と
が
難

し
い
高
齢
者
が
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
、
町
と
社
会

福
祉
協
議
会
、
地
域
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
連
携
し
、

日
常
的
な
買
物
や
通
院
等

の
付
き
添
い
支
援
を
行
い

ま
す
。

　
『
産
業
』
関
係
で
は
、
寄

居
町
か
ら
の
利
用
が
多
い

鐘
撞
堂
山
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
を
整
備
し
、
観
光

地
と
し
て
の
魅
力
向
上
に

努
め
ま
す
。

　
『
土
地
利
用
』
関
係
で
は
、

役
場
か
ら
松
久
駅
を
中
心

と
す
る
エ
リ
ア
を
対
象
に
、

県
企
業
局
に
よ
る
産
業
団

地
の
整
備
や
教
育
機
能
の

集
約
を
進
め
る
と
と
も
に
、

生
活
利
便
性
の
向
上
を
目

指
し
た
商
業
機
能
の
導
入

や
賑
わ
い
と
交
流
の
拠
点

整
備
を
推
進
し
ま
す
。

　
『
安
全
安
心
』
関
係
で
は
、

南
部
中
央
処
理
区
に
お
い

て
、
老
朽
化
の
進
行
に
よ

り
維
持
管
理
費
が
増
加
し

て
い
る
施
設
の
改
修
工
事

を
行
い
ま
す
。
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総務費
9億6,420万円

その他 2億3,313万円 その他 5億6,439万円

町税
19億2,629万円

地方消費税交付金
2億9,440万円

地方交付税
13億5,000万円国庫支出金

8億7,865万円

県支出金
4億905万円
繰入金
4億6,441万円

町債
7億6,020万円

民生費
20億6,056万円

衛生費
5億867万円

農林水産業費
3億2,458万円

土木費
6億9,118万円

消防費 2億9,315万円

教育費
10億7,848万円

公債費
4億9,344万円

歳出
内訳

歳入
内訳

計
会
般
一

令和８年度  会計別当初予算額 （　　）内は対前年度比

一般会計
６６億４，７３９万2千円（111.2%）

特別会計
２６億４，６１１万６千円（ 96.6%）

水道事業会計
  ５億８，５１２万８千円（ 45.8%）

下水道事業会計
  ６億３，４８９万１千円（ 97.7%）

総合計

105億１，３５２万７千円
（ 98.8%）

国民健康保険事業
１２億２，６４７万２千円（ 90.6%）

介護保険事業
１２億２，８６８万８千円（100.6%）

後期高齢者医療事業
１億９，０９５万６千円（115.0%）

令和８年度 予算総額105億1,352万7千円
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答弁

答弁

　建設費の1割程度が設計費になると言われており、現在の建設工事費が68億円と見込ん
でいるので、今回の予算計上は、妥当であると考えています。南側の土地を取得できれば、
駐車場などにも使えるので、現在、土地所有者に確認・調整しているところです。
　令和11年4月に間に合うように、建設課とともに進めています。

　整備内容は、鐘撞堂コースの拡幅、土留め、路肩保護、案内標識、指示標識、高木撤去
と猪俣城コースの整備です。今後、円良田地区だけでなく、陣見山の山頂までの整備を考
えています。急傾斜地のイエローゾーンであり休憩所やトイレなどの施設を造るのは難し
いため、近隣の寄居町と連携し仕組みを考えたい。

小学校統合設計監理費　3億6,549万円

ハイキングコース整備　4,000万円

審
査
答
弁
か
ら
見
る
、美
里
の
今
と
８
年
度
予
算

予
算
特
別
委
員
会
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答弁

答弁

答弁

答弁
　計画策定は、運行ルート、乗降場所、所要時間、
必要なバスの台数についてシミュレーションを行
う予定です。これまでの検討では小学校から2km
圏内は徒歩、それ以外をバス15台による送迎とし
ましたが、改めて計画の中で協議していきます。

　敷地造成の費用を見込んでいます。搬入する土
砂はUCR(建設資源広域利用センター)から客土す
る予定です。業者選定はプロポーザル方式を検討
し、建物はユニットに変更、敷地は舗装して、広
域消防の訓練等でも活用できる良いものを早く、
安く導入できるように進めていきたい。

 スクールバス運行計画　
　　　　　　 471万円

消防団車庫（第4分団）建築  
4,832万円 

　ふるさと納税を活用した寄附を200万円予定し
ています。運用については、公園の維持管理とし、
まずは少額で実施したい。寄附額が多いようであ
れば、遊具等の設置が考えられます。学校建設も
ありますので、他の手法でのクラウドファンディ
ングも検討したいと考えています。

　町の散布実績はありません。依頼先は造園業者
や樹木医等で、具体的な薬剤としては、ロビンフッ
ト、アクセルフロアブルという名称の薬剤があり
ます。クビアカツヤカミキリは、中国やモンゴル、
朝鮮半島やベトナムからやってきた外来種です。

クラウドファンディング
にチャレンジ

被害木対策補助 200万円
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　令和７年度　一般会計補正予算

・・・・・・・・一般会計補正予算（第６号）専決処分・・・・・・・・
補正額　　　　　　　　　　3,026 万４千円

　物価高対応子育て応援手当支給事業の実施に伴い増額するもので、児童手当の受給者を対象に児童
１人あたり２万円を給付し、全額が国庫補助となるものです。

・・・・・・・・一般会計補正予算（第７号）専決処分・・・・・・・・
補正額　　　　　　　　　　1,065 万６千円

　令和８年２月８日執行の衆議院議員総選挙等に伴い増額するもので、全額が県支出金となるもので
す。

・・・・・・・・・・・一般会計補正予算（第８号）・・・・・・・・・・・
補正額　　　　　　　　　２億 499 万５千円

●歳出の主な内容
・その他目的基金積立金
	 	 ３億 408 万２千円
必要な経費の財源に充てるため積
み立てるものです。

・保育所運営事業
	 	 1,103 万７千円
　国 ･県への補助金返還のほか、町
内の保育所等に対し、物価高騰対
策として食材料費等の上昇相当分
の補助金を計上するものです。

・ふるさと納税推進事業
		  1,036 万円
　ふるさと納税寄附金の増加に伴
い、返礼品及び発送等に係る費用
を増額するものです。

・戸籍住民基本台帳事業
	 	 184 万８千円
　戸籍の附票に旧姓の記載機能を
追加するシステム改修業務委託料
で、全額が国庫補助となるもので
す。

・道路維持事業、道路新設改良事業
	 	 △ 7,326 万６千円
　国の交付金が配当されなかった相
当分を減額するものです。

旧第２分団車庫 ･詰所
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　そ　の　他

　条例の改正

〇町道路線の廃止について
　北阿那志地内の町道 250号線を払い下げるため廃止するものです。

〇�美里町職員の給与に関する条例及び美里町会計年
度任用職員の給与に関する条例の一部改正
　�　一般職の職員の給与に関する法律等の一部を改
正する法律が公布されたことを踏まえ、所要の改
正を行うものです。

〇�美里町重度心身障害者医療費支給に関する条例等
の一部改正
　�　受給資格のオンライン確認を可能とするため、
所要の改正を行うものです。

〇�美里町まちの景観と空家等の対策の推進に関する
条例の一部改正
　�　管理不全空家等に対する適正な指導をするため、
所要の改正を行うものです。

〇�美里町環境保全条例の一部改正
　�　良好な環境の保全を図るため、所要の改正を
行うものです。

〇美里町国民健康保険税条例の一部改正
　�　子ども・子育て支援法等の一部を改正する法
律が公布されたことに伴い、所要の改正を行う
ものです。

　条例の制定
〇美里町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例
　　特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定めるものです。

・教育委員会事務局事業、小中学校管理総務事業	 △ 2,288 万６千円
　県の共同調達の実施に伴い、学校タブレットの購入費が当初の見積
りよりも少額となったため減額するものです。

・消防施設整備事業	 △ 487 万円
　美里町消防団第２分団車庫 ･詰所解体工事に係る解体費の相場を調
査した結果、見直しを行い減額するものです。

・浄化槽設置整備事業	 △ 395 万２千円
　浄化槽設置整備補助金の交付実績を踏まえ減額するものです。
・自治振興事業	 △ 240 万円
　宝くじ助成金について、今回採択されなかったため減額するもので
す。 助成金を予定していた甘粕地区
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3月定例会等の審議結果と議員の賛否内訳
〇は賛成の議員、×は反対の議員、―は議長のため採決に加わっていません。

議　案　名 結　果

フ
ジ
タ
ル
イ
ジ

田
島
國
利

新
井
英
行

堀
越
賢
司

大
島
輝
雄

田
端
恵
美
子

橋
場
倖
男

櫻
沢
克
幸

根
本
孝
代

櫻
沢
　
保

令
和
８
年
度
予
算

美里町一般会計予算 可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ━

美里町国民健康保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ━

美里町介護保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ━

美里町後期高齢者医療特別会計予算 可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ━

美里町水道事業会計予算 可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ━

美里町下水道事業会計予算 可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ━

令
和
７
年
度
補
正
予
算

美里町一般会計補正予算（第６号）【専決処分】 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ━

美里町一般会計補正予算（第７号）【専決処分】 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ━

美里町一般会計補正予算（第８号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ━

美里町一般会計補正予算（第９号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ━

美里町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ━

美里町介護保険特別会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ━

美里町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ━

美里町水道事業会計補正予算（第４号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ━

美里町下水道事業会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ━

条例の
制定 美里町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ━

条
例
の
一
部
改
正

美里町職員の給与に関する条例及び美里町会計年度任用職員の給与
に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ━

美里町環境保全条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ━

美里町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ━

美里町重度心身障害者医療費支給に関する条例等の一部を改正する
条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ━

美里町まちの景観と空家等の対策の推進に関する条例の一部を改正
する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ━

その他 町道路線の廃止について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ━

議員
発議

美里町の埼玉県議会議員選挙区を北第３区から北第２区に戻すこと
に関する意見書 可決 × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ━
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　議員発議
〇�埼玉県議会議員の選挙区を見直し児玉郡及
び本庄市が一つの選挙区となるよう強く求
めるため、意見書及び要望書を提出するも
のです。
　�　�美里町の埼玉県議会議員選挙区を北第３
区から北第２区に戻すことに関する意見書
及び要望書

提出者 美里町議会議員 根 本　孝 代

　令和８年３月23日
　　　　　埼 玉 県 知 事　　大野 元裕 様…
　　　　　埼玉県議会議長　　白土 幸仁 様

令和８年児玉郡市広域市町村圏組合議会 第1回定例会
２月16日（月）～３月27日（金）開催

広域圏

〇令和８年度　広域圏の予算可決
一般会計予算　  50億3,141万４千円
前年度対比　４億144万９千円の増額
　歳入の主なものは、構成市町の負担金41億
3,261万８千円（82.1%）で、内訳、負担率は
下記のとおりです。
（負担金は、均等割と人口割で算出）

本　庄　市 22億1,401万1千円 53.5%
美　里　町 4億3,392万1千円 10.5%
神　川　町 5億3,572万2千円 13.0%
上　里　町 9億4,896万4千円 23.0%

歳出の主な内容、前年度比は下記のとおりです。
総務費 2億3,222万2千円 99.4%
斎場費（こだま聖苑） 9,798万円 106.4%
余熱利用施設費（湯かっこ) 8,828万6千円 80.2%
利根グリーンセンター費 2億9,433万5千円 106.1%
小山川クリーンセンター費 14億7,386万3千円 86.6%
消防費 25億2,140万7千円 130.6%
公債費 2億8,708万9千円 112.0%

〇令和７年度 一般会計補正予算（第３号）
補正額　　　　　 4,115万３千円
補正後の額　　　47億5,150万円
　歳出補正では、財政調整基金に積立てを行う
6,674万円の増額や、業務委託料及び工事請負費
の確定による減額など、予算の執行状況を踏ま
えた補正予算が計上されました。

　歳入補正では、アルミ缶プレスやペットボト
ルなどの売払単価の増加等による物品売払収入
1,156万５千円の増額や、売電量の減少による余
剰電力売電料金299万６千円の減額などの補正
予算が計上されました。

〇令和７年度 一般会計補正予算（第４号）
　清掃費では、小山川クリーンセンター空調機交
換修繕、空調機生産の遅れに伴い、年度内に完成
しない見込みであることから、2,953万5千円の
繰越明許費が計上されました。また、消防費では、
資機材搬送車購入に係る艤装の遅れに伴い、年度
内に完成しない見込みであることから、1,735万
5千円の繰越明許費が計上されました。

〇児玉郡市広域市町村圏組合行政手続条例の一部
を改正する条例
　インターネットを利用した通知の方式等を導
入することや、弁明の機会の付与について聴聞
に関する手続を準用するほか、法令の改正に伴
い文言の整理を行うものです。

〇児玉郡市広域市町村圏組合一般職員の給与に関
する条例等の一部を改正する条例
　人事院勧告及び埼玉県人事委員会勧告を踏ま
え、一般職職員の給与等を改正するため改正を
行うものです。

　（美里町選出議員　櫻沢　保・新井英行）

　令和8年2月20日
開催の埼玉県町村議
会議長会定期総会に
おいて、議会活動を
通じて(27年以上)地
方自治の進展に貢献
された議員に対し表
彰がありました。よ
り一層のご活躍を期
待します。

根本孝代議員

全国町村議会議長会
自治功労者表彰
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一 質般 問 櫻
さくらざわ
沢　克

かつゆき
幸 議員

ル
ー
ル
に
従
わ
な
い
ゴ
ミ
出
し
の
具
体
的
な
対
応
策
等
に

つ
い
て

チ
ラ
シ・看
板・ア
プ
リ
の
啓
発
、正
し
い
分
別
と
リ
サ
イ
ク
ル
の

推
進
を
し
た
い（
町
長
）

町
の
魅
力
と
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て

問
ル
ー
ル
に
従
わ
な
い
ゴ
ミ

出
し
の
具
体
的
な
対
応
策
。

ま
た
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
な

ど
の
回
収
用
リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク

ス
を
各
行
政
区
に
設
置
す
る
こ
と

に
つ
い
て
。

町
長
火
災
の
原
因
と
な
る
ス
プ

レ
ー
缶
や
使
い
捨
て
ラ
イ

タ
ー
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
等

の
混
入
に
よ
る
収
集
車
や
施
設
の

火
災
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
正
し

い
ゴ
ミ
出
し
の
周
知
徹
底
に
向
け
、

引
き
続
き
チ
ラ
シ
・
看
板
、
ア
プ

リ
の
啓
発
な
ど
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
学
校
の
資
源
回
収
に
加
え
、

リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
す
る
行
政
区

が
増
え
始
め
て
お
り
、
分
別
を
す

る
中
で
リ
サ
イ
ク
ル
も
同
時
に
進

め
た
い
。
常
時
出
せ
る
よ
う
な
場

所
も
必
要
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

問
各
行
政
区
と
町
長
と
の
地

域
意
見
交
換
会
開
催
を
提

案
し
ま
す
。

町
長
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
自
粛
し

た
こ
と
か
ら
、
現
在
は
各

種
ア
ン
ケ
ー
ト
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
、
町
長
コ
ラ
ム
、
町
長
へ

の
メ
ー
ル
な
ど
に
よ
り
ご
意
見
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
時
期
を

見
て
再
開
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
地
域
の
伝
統
文
化
芸
能
や

祭
り
等
へ
の
支
援
強
化
策

お
よ
び
「（
仮
称
）
美
里
ふ
る
さ

と
祭
り
」
の
開
催
を
提
案
し
ま
す
。

町
長
熱
意
を
持
っ
た
関
係
者
が

必
要
で
す
。
近
年
、
住
民

の
中
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
人
材
が

出
て
き
て
い
る
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。
既
存
の
事
業
と
の
連
携
、
融

合
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
取
組
と
し

て
支
援
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
中
学
校
で
は
、
探
求
学
習

と
し
て
ま
ち
づ
く
り
の
提
案
を
毎

年
実
施
し
て
お
り
、
私
か
ら
も
、

中
学
生
や
高
校
生
、
大
学
生
を
巻

き
込
ん
で
実
行
す
る
こ
と
を
提
案

し
て
お
り
ま
す
。

問
街
灯
が

少
な
く
、

街
並
み
が
暗
く
、

町
の
雰
囲
気
も

暗
く
感
じ
て
お

り
ま
す
。
町
並

み
を
明
る
く
し
、

町
の
雰
囲
気
も

明
る
く
変
え
る

た
め
、
防
犯
対

策
も
含
め
た
町

民
と
行
政
の
連

携
強
化
や
明
る

い
町
へ
の
取
組
に
向
け
た
各
種
施

策
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

町
長
十
分
に
照
明
が
設
置
さ
れ

て
い
な
い
箇
所
が
あ
り
、

空
き
巣
や
窃
盗
等
が
多
い
い
こ
と

か
ら
、
令
和
８
年
度
は
、
防
犯
カ

メ
ラ
付
防
犯
灯
を
予
算
化
し
ま
し

た
。
警
察
に
も
相
談
し
て
設
置
場

所
を
選
定
し
、
計
画
的
に
町
内
全

域
に
設
置
し
た
い
。
地
域
の
児
童

か
ら
お
年
寄
り
の
方
々
が
地
域
で

交
流
す
る
仕
組
み
も
必
要
で
す
。

高
齢
者
へ
は
、
い
き
い
き
事
業
や

１
０
０
歳
体
操
な
ど
、
全
行
政
区

に
普
及
推
進
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
活
性
化
し
、
明
る
い
町
に

な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
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一 質般 問 新
あらい
井　英

ひでゆき
行 議員

行
政･

教
育
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
活
用
と
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
導
入
に

つ
い
て

国
の
次
期
モ
デ
ル
事
業
の
公
募
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
参
画
を

し
た
い（
町
長
）

教
育
分
野
に
お
け
る
Ａ
Ｉ

の
活
用
と
ス
タ
デ
ィ
ロ
グ

の
活
用

問
Ａ
Ｉ
型
教
材「
キ
ュ
ビ
ナ
」

の
成
果
と
、
蓄
積
さ
れ
た

学
習
履
歴
（
ス
タ
デ
ィ
ロ
グ
）
の

活
用
状
況
を
伺
い
ま
す
。
ま
た
、

教
員
の
Ａ
Ｉ
デ
ー
タ
活
用
向
上
に

向
け
た
支
援
策
を
伺
い
ま
す
。

教
育
長
キ
ュ
ビ
ナ
導
入
に
よ
り
個

別
最
適
な
学
び
が
進
み
、

基
礎
学
力
の
定
着
に
寄
与
し
て
い

る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
一
方
、

ス
タ
デ
ィ
ロ
グ
を
体
系
的
に
活
用

す
る
ま
で
に
は
、
ま
だ
十
分
至
っ

て
い
な
い
の
が
現
状
で
ご
ざ
い
ま

す
。
今
後
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
積

極
的
に
活
用
し
、
研
修
の
充
実
を

図
り
な
が
ら
学
習
履
歴
の
さ
ら
な

る
活
用
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

教
員
の
授
業
分
析
を
支
援
す
る

「
ス
ク
ー
ル
Ａ
Ｉ
」
を
令
和
8
年

度
予
算
に
計
上
し
た
ほ
か
、
文
書

作
成
や
採
点
業
務
で
活
用
し
て
い

ま
す
。

行
政
分
野
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
利

用
と
次
世
代
型
窓
口

問
現
在
利
用
中
の
２
つ
の
Ａ

Ｉ
の
詳
細
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
美
里
町
が
全
国
に

先
駆
け
て
進
め
る
「
書
か
な
い
窓

口
」
の
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、

音
声
認
識
Ａ
Ｉ
等
の
窓
口
導
入
の

お
考
え
を
伺
い
ま
す
。

総
合
政
策

課 

長
現
在
「
コ
モ
ン
ズ
Ａ
Ｉ
」

と
自
治
体
用
Ａ
Ｉ
「
ヤ
マ

ト
く
ん
」
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

町
長
当
町
は
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ

ウ
ド
の
標
準
準
拠
シ
ス
テ

ム
へ
の
移
行
を
終
え
て
お
り
、
次

の
利
便
性
・
効
率
化
の
ス
テ
ッ
プ

に
向
け
て
先
日
も
デ
ジ
タ
ル
庁
を

訪
問
し
、
次
の
モ
デ
ル
事
業
と
し

て
提
案
を
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

町
単
独
で
の
シ
ス
テ
ム
開
発
は
高

額
に
な
る
た
め
、
国
の
次
期
モ
デ

ル
事
業
の
公
募
が
あ
れ
ば
積
極
的

に
参
画
を
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

マ
イ
ク
ロ
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

導
入
と
自
立
型
行
政
基
盤

問
災
害
時
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

遮
断
に
備
え
、
省
電
力
で

設
置
可
能
な
「
マ
イ
ク
ロ
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
」
の
導
入
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。
さ
ら
に
将
来
、
産
業
団

地
へ
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
を
誘

致
す
る
お
考
え
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

町
長
現
状
は
ク
ラ
ウ
ド
と

庁
内
サ
ー
バ
ー
を
併

用
し
、
他
自
治
体
と
の
連
携

や
太
陽
光
・
蓄
電
池
で
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
対
応
し
て

い
ま
す
が
、
大
容
量
電
源
の

確
保
は
課
題
で
す
。サ
ー
バ
ー

更
新
の
際
に
マ
イ
ク
ロ
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
も
検
討
課
題
と

し
ま
す
。
誘
致
に
つ
い
て
は
、

秋
に
送
水
を
停
止
す
る
第
二

浄
水
場
跡
地
の
豊
富
な
地
下

水
（
日
量
１
，
３
０
０
ト
ン
）

を
水
冷
式
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

に
活
用
す
る
構
想
に
可
能
性

を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
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一 質般 問

自
治
体
が
提
供
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

住
民
が
医
療
機
関
に
出
向
く
こ
と
な
く
診
療
を
受
け
ら
れ
る

手
段
と
し
て
、重
要
な
取
り
組
み
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す（
町
長
）

問
軽
度
の
子
ど
も
の
体
調
不

良
の
折
、
急
に
仕
事
を
休

め
な
い
親
御
さ
ん
の
初
期
対
応
、

夜
間
の
急
な
発
熱
（
特
に
乳
幼
児

や
免
許
証
を
返
上
し
て
し
ま
っ
た

高
齢
者
）、
休
日
に
体
調
不
良
と

な
り
外
出
が
困
難
な
場
合
な
ど
、

本
当
に
困
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
比
較
的
軽
症
で
あ
る
も

の
の
、
診
療
や
処
方
を
受
け
た
い

ケ
ー
ス
に
お
い
て
、
住
民
が
自
宅

や
保
健
セ
ン
タ
ー
等
か
ら
ス
マ
ホ

や
パ
ソ
コ
ン
を
用
い
て
医
師
の
診

療
を
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
で
す
。

住
民
の
医
療
ア
ク
セ
ス
の
向
上
の

観
点
か
ら
、
自
治
体
が
主
体
と

な
っ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

町
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

町
長
本
町
が
所
属
す
る
児
玉
保

健
医
療
圏
に
お
い
て
は
、

医
師
不
足
や
診
療
科
の
偏
在
が
以

前
か
ら
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
医

師
の
高
齢
化
や
入
院
で
き
る
医
療

機
関
が
存
在
し
な
い
な
ど
も
課
題

で
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
は
住
民

が
医
療
機
関
に
出
向
く
こ
と
な
く

診
療
を
受
け
ら
れ
る
手
段
と
し
て
、

医
療
ア
ク
セ
ス
の
向
上
や
夜
間
休

日
に
お
け
る
軽
症
患
者
の
対
応
に

一
定
の
効
果
が
期
待
さ
れ
重
要
な

取
り
組
み
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
近
隣
医
療
機
関
や
オ
ン
ラ

イ
ン
診
療
事
業
者
と
提
携

し
、
美
里
町
と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
を
導
入
す
る
場
合
、
ど
の
よ

う
な
方
法
や
体
制
が
考
え
ら
れ
る

か
、
ま
た
課
題
は
何
か
伺
い
ま
す
。

町
長
ま
ず
は
地
域
の
医
療
機
関

と
の
連
携
が
重
要
で
、
オ

ン
ラ
イ
ン
診
療
の
導
入
に
向
け
た

関
係
者
の
合
意
形
成
を
図
る
こ
と

が
第
一
歩
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

一
方
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
担

う
医
師
、
医
療
機
関
の
確
保
、
高

齢
者
を
中
心
に
ス
マ
ホ
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
操
作
に
不
慣
れ
な
住
民

に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
な
ど
が
、

現
時
点
で
考
え
ら
れ
る
課
題
で
す
。

問
実
証
実
験
や
モ
デ
ル
事
業

と
し
て
段
階
的
に
導
入
す

る
お
考
え
が
あ
る
の
か
、
町
の
見

解
を
伺
い
ま
す
。
例
え
ば
、
野
田

市
で
は
休
日
の
急
な
体
調
不
良
に

対
応
す
る
た
め
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
サ
ー
ビ
ス
を
市
と
し
て
用
意

し
て
い
ま
す
。

町
長
深
谷
市
の
場
合
は
、
市
役

所
内
に
看
護
師
さ
ん
が
い

て
、
そ
こ
で
オ
ン
ラ
イ
ン
の
や
り

取
り
を
し
、
多
少
の
検
査
は
で
き

る
よ
う
で
す
。
実
証
実
験
や
モ
デ

ル
事
業
を
段
階
的
に
導
入
す
る
こ

と
は
非
常
に
有
効
的
な
ア
プ
ロ
ー

チ
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
本
庄
市

児
玉
郡
医
師
会
や
近
隣
自
治
体
と

連
携
し
て
研
究
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

フジタルイジ 議員
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一 質般 問 堀
ほりこし
越　賢

けんじ
司 議員

自
衛
隊
側
が
指
定
し
た
住
民
基
本
台
帳
を
閲
覧
し
て

も
ら
っ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す

指
定
い
た
だ
い
た
範
囲
を
抽
出
し
て
、

閲
覧
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
状
況
で
す（
住
民
保
険
課
長
）

若
者
が
住
み
続
け
た
い
町
へ

問
若
者
が
住
み
続
け
た
い
町

を
目
指
し
、
遺
跡
の
森
総

合
公
園
に
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
及
び

イ
ン
ラ
イ
ン
ロ
ー
ラ
ー
等
の
ア
ー

バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
造
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

教
育
長
２
０
２
１
年
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
ア
ー
バ
ン
ス

ポ
ー
ツ
が
正
式
種
目
と
し
て
採
用

さ
れ
、
特
に
若
者
を
中
心
に
広
く

普
及
を
し
て
お
り
、
若
者
文
化
と

ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
と
の
親
和
性

は
非
常
に
高
い
も
の
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。
現
在
、
美
里
ス
ー
パ
ー

タ
ウ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
新
統
合

小
学
校
の
建
設
な
ど
大
規
模
事
業

が
進
ん
で
お
り
、
多
く
の
財
政
負

担
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
新
た
な

ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整

備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
優
先
順

位
を
考
慮
し
慎
重
に
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

平
和
を
意
識
し
た
取
組
に

つ
い
て

問
平
成
９
年
３
月
に
非

核
平
和
都
市
宣
言
が

可
決
さ
れ
た
美
里
町
で
す
が
、

こ
の
宣
言
に
ふ
さ
わ
し
い
平
和

を
意
識
し
た
取
組
を
行
っ
て
い

る
の
か
伺
い
ま
す
。

町
長
長
崎
で
被
爆
し
た
ク

ス
ノ
キ
を
親
木
と
す

る
被
爆
ク
ス
ノ
キ
二
世
の
苗
木

を
町
内
の
公
園
に
植
樹
を
い
た

し
ま
し
た
。
こ
の
被
爆
ク
ス
ノ

キ
は
、
戦
争
の
悲
惨
さ
と
そ
こ

か
ら
力
強
く
再
生
す
る
生
命
の

貴
さ
、
そ
し
て
平
和
へ
の
願

い
を
象
徴
す
る
も
の
で
す
。

自
衛
隊
へ
の
住
民
基
本
台

帳
の
提
供
に
つ
い
て

問
情
報
提
供
は
、
閲
覧

で
対
応
し
て
い
る
状

況
と
な
っ
て
い
る
の
か
伺
い

ま
す
。

町
長
住
民
基
本
台
帳
に
基

づ
く
閲
覧
に
よ
り
お

願
い
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。問

住
民
基
本
台
帳
を
閲

覧
さ
せ
る
に
あ
た
っ

て
、
自
衛
隊
側
か
ら
ご
希
望

の
生
年
月
日
の
範
囲
の
人
を

指
定
し
た
住
民
基
本
台
帳
を

閲
覧
し
て
も
ら
っ
て
い
る
の

か
伺
い
ま
す
。

住
民
保

険
課
長
閲
覧
は
個
人
情
報
の
取
扱

い
に
の
っ
と
り
、
適
正
だ

と
認
め
ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は

閲
覧
を
許
可
し
て
お
り
ま
す
。
自

衛
隊
に
限
ら
ず
何
年
生
ま
れ
か
ら

何
年
生
ま
れ
の
方
、
ほ
か
の
閲
覧

も
ご
指
定
を
い
た
だ
い
て
申
請
を

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
抽
出
を
い

た
し
ま
し
て
、
こ
ち
ら
で
名
簿
等

作
成
し
た
も
の
を
お
渡
し
し
て
閲

覧
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
状
況

で
す
。

　
で
す
の
で
、
１
万
１
０
０
０
人

の
名
簿
を
全
部
見
て
、
そ
こ
か
ら

必
要
な
と
こ
ろ
を
抜
き
取
る
と
い

う
よ
う
な
作
業
で
は
な
く
、
ご
指

定
い
た
だ
い
た
部
分
だ
け
を
お
渡

し
で
き
る
よ
う
に
し
て
対
応
す
る

形
で
す
。
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一 質般 問 大
おおしま
島　輝

てるお
雄 議員

国
の
支
援
を
実
感
で
き
る
も
の
へ

町
が
補
助
す
る
と
い
う
こ
と
は
当
然
考
え
る
べ
き（
町
長
）

国
に
よ
る
学
校
給
食
実
質
無

償
化問

国
の
支
援
は
、
児
童
１
人

当
た
り
月
額
５
，
２
０
０

円
で
す
。
８
年
度
町
の
予
算
は
、

東
児
玉
小
学
校
、
松
久
小
学
校
で

月
額
６
，
７
０
０
円
、
大
沢
小
学

校
７
，
１
０
０
円
、
美
里
中
学
校

７
，
５
０
０
円
と
な
り
ま
す
。
他

の
自
治
体
で
は
、
差
額
分
に
つ
い

て
保
護
者
負
担
を
求
め
る
と
こ
ろ

も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
町
で
は
軽

減
策
を
継
続
し
て
充
当
し
、
高
め

て
き
た
学
校
給
食
の
質
に
つ
い
て

は
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

教
育
長
国
か
ら
の
支
援
額
と
の
間

に
生
じ
る
差
額
に
つ
き
ま

し
て
は
、
引
き
続
き
町
が
全
額
負

担
を
し
、
小
中
学
校
児
童
生
徒
の

給
食
無
償
化
を
継
続
し
ま
す
。
給

食
に
つ
き
ま
し
て
は
、
よ
り
豊
か

な
食
材
の
活
用
や
献
立
の
充
実
を

図
り
、
質
の
向
上
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

修
学
旅
行
費
や
学
用
品
等
の

負
担
軽
減
事
業
の
創
設

問
今
後
予
定
さ
れ
る
町
の
補

正
予
算
に
お
い
て
、
給
食

無
償
化
で
生
ず
る
国
支
援
分
充
当

額
は
、
学
校
教
育
の
中
で
保
護
者

負
担
軽
減
事
業
費
と
し
て
運
用
す

る
こ
と
で
国
の
支
援
を
実
感
で
き

る
も
の
と
信
じ
ま
す
。

教
育
長
年
間
約
２
，
４
０
０
万
円

の
歳
入
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

こ
の
財
源
の
活
用
に
つ
き
ま
し
て

は
、
学
校
教
育
の
充
実
に
と
ど
ま

ら
ず
、
子
育
て
世
帯
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
有
効
活

用
し
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

町
長
実
は
当
初
予
算
を
組
む
段

階
で
、
０
歳
か
ら
２
歳
の

保
育
料
の
無
償
化
と
い
う
の
が
近

隣
で
大
分
始
ま
っ
て
き
た
の
で
、

そ
ろ
そ
ろ
我
が
町
も
や
ら
ざ
る
を

得
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
ふ
う
に

思
っ
て
い
ま
す
。
令
和
８
年
度
の

予
算
に
関
し
て
は
、
新
た
な
も
の

と
い
う
の
は
極
力
避
け
て
予
算
組

み
を
し
ま
し
た
。

問
修
学
旅
行
費
の
保
護
者
負

担
に
つ
い
て
、
東
児
玉
小

学
校
２
万
１
，
３
２
１
円
、
松
久

小
学
校
２
万
７
，
７
１
７
円
、
大

沢
小
学
校
３
万
５
，
９
２
９
円
、

中
学
校
で
は
７
万
１
５
０
円
と
い

う
こ
と
で
、
格
差
が
出
て
い
ま
す
。

町
長
学
校
に
よ
っ
て
金
額
が
違

う
と
い
う
の
も
ま
た
困
る

話
で
す
か
ら
、
ど
こ
か
で
修
正
ま

た
は
町
が
補
助
す
る
と
い
う
こ
と

は
当
然
考
え
る
べ
き
話
な
の
か
な

と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。
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一 質般 問 根
ねもと
本　孝

たかよ
代 議員

議
会
と
の
温
度
差
を
感
じ
る
が
町
長
の
見
解
は

ま
た
、
進
捗
状
況
は

具
体
的
な
開
発
計
画
の
提
示
が
必
要
。
町
が
総
力
を
挙
げ
て

取
り
組
ん
で
い
る
の
で
温
度
差
は
な
い（
町
長
）

美
里
ス
ー
パ
ー
タ
ウ
ン
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

問
埼
玉
版
ス
ー
パ
ー
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
県
内
全
63
市

町
の
団
体
が
参
加
し
、
現
在
地
域

ま
ち
づ
く
り
計
画
策
定
済
み
が
42

団
体
、
未
策
定
が
21
団
体
で
す
。

令
和
８
年
「
広
報
み
さ
と
」
の
１

月
号
で
は
、
櫻
沢
保
議
長
の
挨
拶

の
中
で
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
と
題
し
て
美
里
ス
ー
パ
ー

タ
ウ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
、

生
活
複
合
系
ゾ
ー
ン
に
お
け
る
基

本
計
画
を
早
急
に
つ
く
り
、
住
民

と
情
報
を
共
有
し
多
く
の
方
の
参

加
を
図
り
、
魅
力
あ
る
エ
リ
ア
の

開
発
に
取
り
組
む
こ
と
を
政
策
提

言
し
て
い
る
と
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
町
長
の
新
し
い
年
に
向
け

て
の
挨
拶
に
は
一
言
も
な
く
議
会

と
の
温
度
差
が
感
じ
ら
れ
ま
す
が
、

町
長
の
見
解
や
進
捗
状
況
を
お
聞

き
し
ま
す
。

町
長
政
策
提
言
を
は
じ
め
、
議

員
の
皆
様
に
は
ご
理
解
、

ご
支
援
に
感
謝
し
ま
す
。
私
の
思

い
も
議
員
の
皆
様
と
同
じ
く
温
度

差
は
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
現

在
の
状
況
で
す
が
、
昨
年
11
月
か

ら
12
月
に
か
け
て
松
久
駅
か
ら
役

場
ま
で
の
間
の
約
4
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

地
権
者
21
名
に
対
し
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
行
い
ま
し
た
。
具
体
的
に

進
め
て
い
く
に
当
た
り
、
対
象
と

し
て
い
る
区
域
の
大
部
分
が
農
用

地
区
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
除
外
と

農
地
転
用
の
許
可
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
除
外
及
び
農
地
転
用
の
調

整
に
は
、
具
体
的
な
開
発
計
画
の

提
示
と
立
地
す
る
施
設
の
必
要
性

の
整
理
が
求
め
ら
れ
、
進
出
す
る

予
定
事
業
者
の
具
体
的
な
計
画
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

町
の
将
来
を
見
据
え
た
町
を
挙
げ

て
取
り
組
ん
で
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
な
の
で
、
ご
理
解
と
お
力
添
え

を
い
た
だ
き
た
い
。

美
里
町
役
場
職
員
に
つ
い
て

問
こ
こ
数
年
、
役
場
職
員
の

退
職
等
が
目
立
ち
ま
す
が
、

現
在
の
職
員
数
や
病
気
休
暇
等
も

含
め
て
お
聞
き
し
ま
す
。

1
、 �

現
在
美
里
町
に
は
障
害
者
雇

用
の
方
は
い
る
の
か

2
、 �

職
員
の
採
用
時
に
美
里
町
在

住
の
条
件
な
ど
出
し
て
い
る

の
か

3
、 �

町
長
と
し
て
５
期
目
の
後
半

に
入
り
ま
す
が
、
将
来
の
美

里
町
を
背
負
え
る
職
員
を
育

て
て
い
る
の
か

町
長
職
員
の
早
期
退
職
が
増
加

し
て
い
る
現
象
は
美
里
町

に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
職
員

数
に
つ
い
て
は
、
現
在
正
規
職
員

数
１
１
６
人
、
会
計
年
度
採
用
職

員
48
人
が
在
籍
し
、
病
気
休
暇
者

２
名
、
病
気
休
職
者
３
名
と
な
っ

て
い
ま
す
。

障
害
者
雇
用
に
つ
い
て
は
現
在
３

名
の
方
の
雇
用
が
あ
り
、
法
的
雇

用
数
は
充
足
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
応
募
者
２
０
１
人
の
う

ち
、
美
里
町
在
住
者
は
３
名
で
し

た
。
美
里
町
の
将
来
を
担
う
多
様

な
人
材
を
全
国
か
ら
幅
広
く
確
保

す
る
た
め
特
定
の
居
住
条
件
は
設

け
て
い
ま
せ
ん
。
職
員
の
育
成
に

つ
い
て
は
引
き
続
き
指
導
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
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　美里町議会では、全国町村議会議長会が主催する広報コンクー
ル最優秀賞を目指しています。それは、議会改革の一環として、
住民に開かれた議会の実現を目指し、議会の活動状況を広く住民
に提供するための機能のみならず、住民の声を聴き、住民と議会
の意思疎通を図るための議会だよりとして成長し続けていくこと
が必要だからです。

★東京千代田区へ調べに行く

★いざ広報クリニック第１分科会へ

講師：文章コンサルティングファーム
　　　未来交創代表取締役　前田安正 氏 
受講：美里議会を含む15の町村議会広報担当者
　　　（約85人） 
クリニック：千葉県白子町、神奈川県真鶴町、
　　　山梨県昭和町、福井県おおい町 
内容：AI時代に文章を書くとはどういうことか、
　　　広報文は「文章」か「文書」か

昭和町議会だより
良い点 街を巻き込む参加型の

アプローチ

真鶴町議会だより
良い点 常に図鑑や写真集のような

目をひく表紙 おおい町議会だより
良い点 フルカラーで身近な議会

だよりを目指している

白子町議会だより
良い点 フルカラーで余白が多く

読みやすい

総　　括
未来を担う子供の写真が多く町民との交流の努力が伺える。
概ね文字が多く小さいので読みづらく若い人にも読んで
もらうには文字を大きくして文字数の省略化も必要と思われる。
QRの２次元コードを活用し今後のデジタル化も進めていかなくては
ならないと思われる。
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経費削減のため、バス駐車場は靖国神社を活用させていただきました。

全国町村議会議長会　町村議会広報クリニック

昭和町議会だより
良い点 街を巻き込む参加型の

アプローチ

真鶴町議会だより
良い点 常に図鑑や写真集のような

目をひく表紙 おおい町議会だより
良い点 フルカラーで身近な議会

だよりを目指している

白子町議会だより
良い点 フルカラーで余白が多く

読みやすい

総　　括
未来を担う子供の写真が多く町民との交流の努力が伺える。
概ね文字が多く小さいので読みづらく若い人にも読んで
もらうには文字を大きくして文字数の省略化も必要と思われる。
QRの２次元コードを活用し今後のデジタル化も進めていかなくては
ならないと思われる。

日 程 令和8年2月17日～20日（4日間）

場 所 全国町村議員会館（東京都千代田区）

目 的 議会広報誌の課題整理と改善策の確認

参 加 全国198町村議会（約450人）
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今号の表紙 
河輪神社（例⼤祭４⽉５⽇）
  『⽇本三代実録』に「武蔵国正六位上河
輪神に従五位下を授く」と記されているが、
この河輪神が阿那志にある河輪神社と想定
され、いわゆる国史現在社と考えられてい
る。が、横浜市にある川和⼋幡神社も字地
名が河輪森であることから、古くから河輪
神社であると主張している。“真相はいか
に”

編集後記
　新緑がいっそう鮮やかさを増し、風に夏
の兆しを感じる季節となりました。皆さま
いかがお過ごしでしょうか。
　今号の議会だより№153より、作成費用
は増額せずに紙面をフルカラー化いたしま
した。これまで以上に見やすく、親しみや
すい議会だよりを目指し、「読むから見る」
をモットーに、写真や図表をとおして町政
の動きをより分かりやすくお伝えできれば
と考えております。
　さて、昨今の物価高騰は日々の暮らしに
影響を及ぼしており、家計への負担を実感
されている方も多いのではないでしょうか。
町議会としても、こうした状況をしっかり
と受け止め、住民の皆さまの生活に寄り
添った議論と取り組みを進めてまいります。
　これからも、より身近で信頼される議
会だよりとなるよう努めてまいりますので、
ご意見ご感想をお寄せいただければ幸い
です。

議会だより編集委員会
委　員　田端　恵美子

次の定例会（本会議）は

6月2日（火）9:00開会
一般質問は６月11日（木）の予定です。

町民の声
　今回は、美里FCスポーツ
少年団で代表を務めておりま
す、北十条にお住まいの清水
さんにお話を伺いました。

編集者：田島國利

Profile  プロフィール
氏　　　名：
家 族 構 成：
職　　　業：
座右の銘：

指導者をされて何年になりますか？

息子の入団をきっかけに11年目になります。活動を通
して子どもたちの成長を感じる事ができるとても楽し
い時間ですし、私自身もたくさんの仲間と出会い学び
の多い大切な時間です。今でもいろんな仲間に助けら
れながら続ける事ができています。

チームの活動で心がけていることは？

サッカーを楽しみながら、テクニックはもちろん、仲
間がいること、自分の気持ちを仲間に伝えること、勝
つことの喜びや負けることの悔しさなどを知る経験を
積めるよう心がけています。

練習の雰囲気は？

子どもたちとコーチとの距離が近く、練習もワイワイ
楽しい雰囲気で行っています。子どもたちも仲が良く
サッカー以外でも、遊んだりしている子が多いです。

入団は何歳からできますか？

未就学児から［キッズ］という枠で遊びながら体験で
きます。小学1年生から入団出来ますが、学年男女関係
なく途中から入る子も多く、未経験の子でも入りやす
い雰囲気で活動しています。

最後に町民の皆さんへ一言お願いします

キッズ・低学年・中学年・高学年のカテゴリーに分けて、
男子も女子も元気に活動しています。興味がありまし
たら、気軽に体験にお越しください。また、一緒に活
動してくれるコーチも募集しています。よろしくお願
いします。

清水　宏亮
妻・子供２人・犬１匹
消防士
元気があればなんでもできる
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